
                                   



気象庁 HPで雷活動度を確認！ 

雷活動度とは・・・ 

雷の激しさを表すために活動度 1～4に 

分け、活動度 2以上では落雷の危険が 

迫っている状況です。活動度 2～4では 

直ちに身の安全確保の行動をとる必要があります。 

 

 

 
 
 
 
 

 
 

雷は周囲より高いものほど落ちやすいという特徴があります。グラウンド、平地な

どの周囲の開けた場所にいると、積乱雲から直接人体に落雷することがあり、直撃雷

【ちょくげきらい】を受けると約８割の人が命を落とすとされています。 

また、落雷を受けた樹木などのそばに人がいると、その樹木などから人体へ雷が飛

び移ることがあります（側撃雷【そくげきらい】）。 

これから梅雨の時期が近づき、雷の発生する日が多くなります。野外活動の前には、

以下ポイントをチェックしましょう。 

☑ 雷注意報が発表されている時には、周囲に雲がないか確認しましょう 

☑ 雷鳴が聞こえる範囲は、周りに雲がなくても落雷の可能性があります 

☑ 竜巻注意情報が発表されている時には、竜巻が発生しやすい状況です 

 

 

 

 

 

 

 

雷 ～雷の発生が多い時期を迎えます（４～９月は年間の約８割発生）～ 

令和８年４月２７日（月）通番 155号 

メールマガジン ～児童生徒を守るために～ 
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・雨宿りで木の下に入るのは大変危険 
・雷の音が聞こえたら、近くの建物などへ
避難 

 

マネキン人形を使った側撃雷

の実験 電力中央研究所提供 

 

安全な空間に避難できない場合 
・木や電柱から４m 以上離れる 
・電柱などの高い物体のてっぺんから約 45 度の
角度で見上げる範囲（保護範囲）に退避 

・姿勢を低くして、持ち物は体より高く突き出さ
ないように 

 
雷から身を守るための行動 
 



 

 

５月から６月は梅雨の季節を迎え、大雨や土砂災害などが発生しやすくなります。 

（梅雨入り平年値は５月 10日ごろ、梅雨明け平年値は６月 21日ごろ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「大雨の危険度」を知ろう！ 

キキクルを見て、「いま」自分が危ない 

のかを知ることができます。 

  

 

 

 

 

 

 

「赤：レベル３警報」「紫：レベル４ 

危険警報」となるまでに安全なところへ 

避難しましょう。 

 
 

梅雨 ～大雨による災害の発生しやすい季節を迎えます～ 

５月 29 日（金）から、レベルの数字をつけ

た新たな防災気象情報の運用が始まります 

➢ 防災教育に関するお困りごとなど、ご要望は以下窓口までお気軽にお問合せください。 
沖縄県教育庁 保健体育課 学校安全・給食班  髙良 大輔   

TEL ：098-866-2726  Email：aa316008@pref.okinawa.lg.jp 
沖縄気象台 地域防災推進課  国吉 真昌 

TEL ：098-917-7921  Email：okibosai@met.kishou.go.jp 




